

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   「イギリス文学演習Ｈ」の授業の始まりです。
   テーマは１９世紀末のイギリス文学で有名なオスカー・ワイルドの短編小説
The Fisherman and His Soulを読んで、ワイルドの美を探ることでした。
   私がこの授業を履修していたのは大学３年の時で、作品の雰囲気を察する
気があるのかないのか、毎週水曜日の天気はさっぱりとした晴れであること
が多かったように思います。












   あれから数年が経ちました。澤井先生もご講演された「オスカー・ワイル
ドと演劇」のシンポジウム開催をきっかけに、再びあの物語を読み返してみ
ました。当時は物語を理解しているつもりでしたが、今思い返してみるとや
はりその理解は拙いものだったように思います。５年後、１０年後、更にもっ
と経てば、この今のこともそう思っているのでしょう。そして願わくはその
頃にまた、澤井先生にワイルドとこの作品の魅力についてお話しいただけた
らと思います。
澤井先生との出逢い
英文学科助手　 
　
梅　原　ひろ乃　
　
　澤井先生を最初にお見かけしたのは、私が実践女子学園中学校１年生の時
でした。当時、澤井先生は理事長先生をされていらっしゃいました。入学式
の時、そして実践女子学園創立１００周年記念式典が開催された時に、壇上で穏
やかにお話をされていたのを今でも覚えております。あの時から１０年経った
今、何の偶然をなしてか同じ英文学科の職場で働かせていただいております。
澤井先生は、ご出講された際いつも最初に助手室にいらっしゃいます。澤井
先生の「おはよう。」の一言で助手室の雰囲気が和みます。いつも澤井先生が
コーヒーをすすりながら何かお話をされるのを密かに楽しみにしておりまし
た。
　澤井先生と杯をかわした時もあります。様々な興味深い話をお伺いするこ
とができましたが、その中で一番印象に残っていることは、４月にあった英
文学科の職員歓送迎会で「今でも４月初回の授業に行く際は大変緊張する。」
とおっしゃっていたことです。学園の行事毎に大勢の前でお話をされていた
のを拝見しておりましたので、大変驚きました。（それと同時に職場に入りた
てだった私の緊張もほぐれました。）澤井先生の様々な経験談や苦労話も伺
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いましたが、やはり感じることは「澤井先生の実践女子学園への思い入れは
誰よりも深い」ということです。いつも穏やかな澤井先生が実践女子学園の
話に及びますと、とても熱心に語られていらっしゃったことが心に残ってお
ります。
　そんな澤井先生がご退職をされることはすごく寂しいですが、それと同時
に感謝の気持ちが湧き上がってきます。私事にはなりますが、私は澤井先生
が理事長先生をされていらっしゃった時代から実践女子学園にお世話になっ
ておりました。単純な言葉にはなりますが、澤井先生のお蔭様で素敵な親友
ができ、楽しい学校生活を送ることができました。このことは、私の中学校
時代からの同級生皆が同じ気持ちでいると確信しております。澤井先生、私
の学園生活の最初に中学校の壇上でお見かけをして、澤井先生のお勤め時代
の最後の１年間に同じ職場で働かせていただいて嬉しかったです。お世話に
なりましてどうもありがとうございました。これからもまたご一緒にお酒の
席を囲めましたら光栄です。
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英文学科教員一同
